
シエア松塚将棋クラブ N0242

令和 5年 5月 25日 (木)1時 30分～4時

例会は毎週木曜日 次は6月 1日 (本 )
様

○ 家族と楽しい時間を長く過ごすため、また友人と趣味の将棋を
楽しむため常に体調に留意しましょう。日頃から体を鍛え (ウ オ
ーキングだけでも)体が変だと思えば、すぐ医者に走 り治療しま
しょう。

N0241詰将棋問題は 3名 の方から解答が寄せられ、
設楽竜玉、青田八段、花田六段の皆さんが 3間 とも正解
でした。
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N0241詰 将棋解答

1.■ 2-飛 2.白 同飛 3.03三角成 4.02二飛 5.■ 2三桂 6.02-玉 7.n3二桂成 8.0同飛 9.nl―馬

1.● 1二竜 2.03-玉 3.● 5-竜 4.04-香 5.■ 4二竜引 6.3同香 7.■ 3二歩 8.04-玉 9.● 2-竜
1.● 5四 と2.白 同金 3.■ 3四角成4.0同玉 5.● 2四角成 6.04五玉 7.■ 4六馬 8.04四玉 9.● 3五馬

畢

Ｉ
　
桂

籠

↓

ｆ
■
■

尋
　
リ

第
２
問
　
角
金
歩

辞
　

　

Ｉ
　
桂

飽

第
１
問
　
角
銀
２

３
問
正
解
を
２
点

２
問
正
解
を
１
点
に

詰

将

棋

問

題

・
第
３
潤
　
角
銀
２

・

撃寺

り ■

蕃  I・ 暑

り 嬌

ま
た

　

Ｉ
ｔ

ｉ

Ｌ

　

ネ
角

プロの棋士が残 した名言

阪圏塁書『銀が注しヽてしヽる」

阪田三吉の名を世に知らしめた劇作『王将』。この中に「銀が泣いている」

という台詞があります。しかし阪田は実際に対局中、このとおりの言葉を

言つたわけではありません。

1913年、のちに十三世名人となるライバル・関根金次郎との対局での

ことです。銀で攻めていこうとしたのですが、その銀は行き場をなくして

取られようとしていました。

「どうしても勝ちたいという焦りの気持ちが、悪手を指させてしまつた。

この行き場のない銀は自分自身のようだ。銀が泣いている」

要約ですが、阪田は後年このような反省をしたと言われています。それ

が『王将』での印象的な台詞に生まれ変わつたのです。フィクションでは

ありますが、駒に感情を込めた名言として多くの将棋ファンに知られてい

ます。

設 楽



設楽竜王の N0241詰将棋解答です。

参考にしてください。
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